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ミントグリーンの
ユニホームが
目印です！

地域医療連携・相談支援センターは、「前方医療連携」 「後方医療連携」
「患者相談支援」の機能を担っています。

センターには看護師、社会福祉士、がん相談員を配置し、患者さんのスムーズな
来院、不安なく「がん診療」を受けていただくための様々なサポート、そして笑顔で
地域へ戻っていただけるように支援を行っています。

地域医療連携・相談支援センター
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当院に受診を希望される方の受け入れや、地域の医療機関との連携を行っています。

【主な業務】
・初診予約受け入れ
・他院受診の予約取得

 ・愛知県統一がん地域連携パスの運用
・地域の医療機関との連携

地域の先生方と顔の見える関係を
大切にし、安心してがん診療を受けて
いただけるよう取り組んでいます。

気持ちの良い対応と笑顔をこころがけています

地域医療連携室

2



かかりつけ医はいますか？

• 当院では、患者さんが地域で安心して生活できるよう、「かかりつけ医」の先生との連携を
大切にしています。

• かかりつけ医の先生が、当院での治療や経過を把握してくださることで、より安心して診療を
受けていただけます。

• また、風邪などの感染症にかかった際にも、スムーズで安心できる医療につながります。

かかりつけ医がない場合は、地域医療連携室にご相談ください。

自宅近くのクリニック等を一緒にお探しいたします。
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• がんの治療を受けた病院と、かかりつけ医や専門クリニック等と連絡を取り合い定期通院を
支えていくシステムです。

• 愛知県統一パスとして共通運用しています。

★愛知県統一がん地域連携パス

・乳がん手術後（ホルモンパス/TS-1パス）

・胃がん手術後、内視鏡治療後（ESD後）

・大腸がん手術後

・肝臓がん手術後

・肺がん手術後（経過観察パス/UFTパス）

・前立腺がん手術後、放射線治療パス

【かかりつけ医】
・日常的な診療
・体調が悪くなった時
にすぐ診察

【愛知県がんセンター】
・精密検査
・専門的な検査・治療

がんセンターでは、乳がん手術後、胃がん内視鏡治療後、
肺がん手術後（経過観察パス）、前立腺がん手術後の連携を行っています。

がん地域連携クリニカルパス
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検診結果に基づく初診予約を開始します。

がん検診の結果が「D判定」または「要精密検査」の

場合に、患者さんやご家族から直接、初診予約を

していただける体制を整えました。今後は、患者さんや

ご家族からお電話で初診予約をお取りいただけます。

★2025年11月25日（火）より開始します。

近日中に、当院ホームページへの掲載、
および院内ポスターを掲示します。
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【入院支援】

•治療や検査で入院が決まりましたら入退院支援室へお越しください。

•入院に必要な持ち物やおおよその経過をご説明いたします。

•日頃のお食事や睡眠など生活のお話もお伺いします。

入退院支援室
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安心して入院生活を
お過ごしいただける
ように支援いたします

ご相談の内容に応じて専門の
スタッフへ連携しますので
病気のこと、治療、検査、
仕事、経済面なんでも
ご相談ください
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【退院調整】

•退院後安心して療養できるように支援いたします。

•入院後病棟担当の看護師がご挨拶にうかがいます。

•在宅医療が必要な方には訪問医や訪問看護師についてご説明し、クリニックや
訪問ステーションと連携いたします。

入院前にお伺いした情報をもとに
病棟の看護師と退院後の療養生活に必要な

支援について考えます
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在宅療養ではどんな
支援が受けられるの？

在宅医療の推進について／厚生労働省HPより引用
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「がん相談支援センター」は、全国の
「がん診療連携拠点病院」などに設置
された、がんに関する相談窓口です。
がんの診断、治療、療養生活、仕事、
お金のことなど、どんなことでも無料で
相談でき、患者さんだけでなくご家族も、
どなたでもご利用できます。

相談支援センター
（がん相談支援センター）
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愛知県がんセンター

相談支援センター

電話・面接・メール相談
面接相談

ケア帽子やヘルプマーク
の配布

就労専門相談

資料・情報提供

平日9時～17時 秘密厳守 匿名相談可
相談は無料 看護師、社会福祉士が対応

院内だけでなく院外からのご相談も
多くいただいています。

がんについての資料等の情報提供、
ボランティアさんの手作り帽子やヘルプ
マークを希望者にお渡ししています。

＜就職相談＞ハローワークの就職支援ナビ
ゲーターによるがん患者さんの就職の助言、
情報提供

＜就労相談＞社会保険労務士による社会
保険、年金、雇用に関する制度や法律に
関する相談、助言

＜両立相談＞産業保健総合支援センター
の両立支援促進員によるミニセミナーの開催、
治療と仕事の両立に関する相談、助言等

がんの治療、患者会、セミナー、
アピアランス（ウィッグ等）、各種
助成制度に関する資料を提供し
ております。ご自由にご覧ください。

医療や福祉制度のご相談をはじめ、
様々なご相談に対応しています。
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患者さんに知っていただきたい主な制度
•高額療養費制度

医療費が高額になる場合に、自己負担を軽減できる制度です。マイナ保険証を病院のカードリーダーに通して

いただくと、高額療養費制度の手続きが原則不要になります。70歳未満と70歳以上では、自己負担限度額など

の内容が異なります。

詳しくは、相談支援センターにおたずねください。

•障害（基礎・厚生）年金

病気やけがなどにより、生活や仕事などに制限が生じた場合に受け取ることができる公的年金です。65歳以上の

方は老齢年金との選択が必要となります。

•医療費控除

1年間（1月1日～12月31日）に支払った医療費の合計が一定額（原則10万円、年収200万円未満の場合
は所得合計金額の5%）を超えた場合、所得税の控除が受けられます。生計を一にする配偶者やその他の親族の
医療費も対象に含まれます。

•傷病手当

仕事を休み、給与が受け取れない場合に、健康保険から支給される手当金です。支給期間は支給開始日から
最長1年6ヶ月で、市町村の国民健康保険の被保険者や社会保険被扶養者は対象外です。
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相談支援センターに寄せられるご相談の例

国立がん研究センターがん情報サービスより引用

ご相談内容は相談員がお伺い
し、必要に応じて院内や地域の
関係機関と連携しながら対応
いたします。

＜連携先の例＞
・痛みのコントロールができなくて辛い/家族と
の関係に悩む/不安があり、どうしていいか
わからない
→緩和ケアセンター（がん看護外来）

・頼れる家族が近くにおらず、入院中に
小さい子どもをみてほしい
→居住地管轄の市区町村役場など

・今の仕事を続けて行くにはどうすればいいか
わからない
→就労相談（社会保険労務士）、両立
相談（産業保健総合支援センター）

お気軽にご相談ください！
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